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マガモとオナガガモの雑種個体の観察

清水義雄］

マガモＡｎａｓｐｊａｂ'7,め'刀cﾉzosとオナガガモＡ,αc唾αの雑種については，黒111（1939)，Francis

(1942)，時国（1989）らが報告している．筆者は，1985年に，長野県東筑摩郡生坂村を流れる犀川の

東京喧力生坂ダムとその下流約５ｋｍにある東京遮力平ダムで，マガモとオナガガモの交雑個体と考

えられる雄１羽を観察した．この雄は，時国（1989）の観察した個体と，胸の色や足の色，尾羽の形

状など，いくつかの点で異なっていたので，その点もあわせて報告する．観察された日時とその時の

状況はつぎのとおりであった

1985年１月2711平ダムで，マガモの群れに混ざり，水面で休息しているのを50分間観察した．

1985年２月24Ⅲ生坂ダムで，マガモの群れにまざり，放水のため露出した湖底面で休息している

のを60分間観察した（図１）．

どちらで観察した個体も，大きさはマガモと同じで，光沢のある暗緑色の頭部，白い頚環のある茸

Ｉﾘlるい灰色をした体，白くて嫌い尼，黒くて先の丸まった.上腿筒はマガモに似ていた．それに対し，

淡鉛色のくちばし，鉛灰色の足，Ｆ尾筒のつけねが淡黄色であるところはオナガガモに似ていた．さ

らに，胸はうすいぶどう色をし，両極の中間的な形態を示していたことから，マガモとオナガガモの

雑祁と判断した．

なお，時国（1989）が報告した個体は，胸が赤褐色，足はオレンジ色でマガモに，また，長くはね

上がった尾はオナガガモに似ていた．さらに，背は両種の特徴がみられたのに対し，筆者が観察した

個体は，胸がうすいぶどう色で両極の中間的な形態を示し，足は鉛灰色でオナガガモに似ていた．ま

た，白くて短い尼，明るい灰色をした体はマガモに似ていた点で異なっていた．
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図１．マガモとオナガガモの維祁個体と考えられる雄ガモ（→印)．
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AhybridbetweentheMallardandthePintail

YoshioShimizu】

AmalehybridoftheMallardA凡ａｓｐＪａ妙rhy凡chosandthePintailA.αcuZawasobserved

attheSaiRiverinNaganoPrefecture，Japanon27Januaryand24February，1985．Its

head，neckandtailplumageweresimilartothoseoftheMallard，whileitsbill，breast，

undertail-covertsandtarsuscoloｒｗｅｒｅｓｉｍｉｌartothoseofPintails、

１．Ｉｎａｂａ２３５０－１２，NaganoCity380,Japan


